
羊毛を用いた重金属吸着・回収実験の流れ

キレート剤を層間挿入したハイドロタルサイトによる重金属の吸着
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研究の目的、概要、期待される効果

近年、地球上では環境・エネルギー問題が深刻
化しており、環境保全とともに資源の確保や安定
供給が重要な課題となっています。このような課
題を解決する手段の一つとして、環境負荷の少な
い機能性材料を開発して、吸着法によって重金属
を除去・回収する方法があります。そこで、本研
究室では、バイオマスやハイドロタルサイト等を
用いた吸着剤を作成し、吸着および脱着モデル実
験を行い、吸着メカニズムの解明や性能評価、実
用化に向けた技術開発を行っています。
バイオマスとして、海藻および海藻由来のアル

ギン酸、アルギン酸ゲル、貝殻およびキチン・キ
トサン、木炭、植物などの他、モンゴル化学技術
大学の共同研究により羊毛をベースとした吸着剤
を作成し金属の除去・回収の研究を行っています。
ハイドロタルサイト（LDHs）は、陰イオン交

換機能を有する層状複水酸化物で、天然にはあま
り産出されないものの、比較的容易に合成できま
す。原料物質である金属イオン種やモル比などを
変化させて、種々のハイドロタルサイトの合成を
行い、リンやヒ素の除去・回収の研究を行ってい
ます。また、層間にキレート剤を挿入して重金属
の除去・回収も検討しています。

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・環境浄化、資源回収、リサイクルなどを行う
企業、自治体

吸着物質の性能評価を行うにあたり、種々の
分析装置 (ICP-AES, XRD, SEM, FT-IR等)を
扱っており、分析相談が可能です。上記の研究
に限らず分析化学に関する情報提供も可能です。

狩野研究室 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/~chem/

自然科学系 准教授

狩野 直樹  KANO Naoki

環境にやさしい新規吸着剤による重金属除去法の開発

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

モンゴル羊

羊毛への吸着による
重金属回収

吸着等温線
pH依存性

冷却装置

超音波発生装置

ガス出口

ガス入口

水槽
（温度調整
可能）

超音波振動子

データ解析

超音波を用いた羊毛の改質

純羊毛

羊毛

0.89nm

1.42nm

OH-

ion exchange

a
d

s
o

rp
tio

n

環境・エネルギー

工学部 化学システム工学プログラム

関連する
知的財産
論文 等

K. Mishima, X. Du, N. Miyamoto, N. Kano, H. Imaizumi; J. Funct. Biomater. 2018, 9, 49, doi:10.3390/jfb9030049
Zhang, S., Kano, N., Mishima, K., Okawa, H.; Appl. Sci. 2019, 9, 4805, 16 pages, doi: 10.3390/app9224805
Du, X., Kano, N. et al.; Appl. Sci. 2020, 10, 4745, 24 pages, doi: 10.3390/ app 10144745               
Feng, S., Kano, N et al.; Int. J. Mol. Sci. 2021, 22, 3447 doi: 10.3390/ijms22073447

https://doi.org/10.3390/ijms22073447

	スライド 1

